
＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅰ
》	  

漢
字
・
語ご

彙い

力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

�

⑴�

毒
舌　
　

⑵　

宣
告　
　

⑶　

巻
頭

�

⑷　

寸
前

第
二
問

�

⑴�

私
欲　
　

⑵　

一
刻　
　

⑶　

単
刀

�

⑷　

付
和

第
三
問

�

⑴�

賃
金　
　

⑵　

安
否　
　

⑶　

乳
歯

�

⑷　

収
納

第
四
問

⑴�

快
晴
の
日
に
植
物
園
を
散
策
し
た
。

⑵	

主
人
公
が
膨
大
な
数
の
悪
党
を
倒
し
た
。

⑶	

下
手
な
言
い
わ
け
で
墓
穴
を
ほ
っ
た
。

�

■
配
点

第
一
問　

各
２
点　
　

第
二
問　

各
２
点

第
三
問　

各
３
点

第
四
問　

�

各
４
点
（
並
べ
か
え
・
漢
字　

各
２
点
）

�

◆
解
説

第
一
問

�

単
漢
字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
ヒ
ン
ト
に
、
語

句
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
問

�

四
字
熟
語
の
問
題
で
す
。
読
み
書
き
だ
け
で
な

く
、
意
味
を
考
え
る
力
も
試
さ
れ
ま
す
。

第
三
問

�

単
に
書
き
取
り
だ
け
で
は
な
く
、
文
脈
上
の
意

味
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

第
四
問

�

助
動
詞
・
助
詞
を
自
立
語
に
つ
け
て
文
節
を
作

り
ま
す
。

⑴�

主
語
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。「
植
物
園
を
」

→「
散
策
し
た
」が
目
的
語
と
述
語
の
関
係
、「
快

晴
の
」
→
「
日
に
」
→
「
散
策
し
た
」
と
つ
な

が
り
ま
す
。

⑵	
「
主
人
公
が
」
→
「
倒た

お

し
た
」
が
主
語
と
述

語
の
関
係
。「
膨ぼ
う

大だ
い

な
」
→
「
数
の
」
→
「
悪

党
を
」
→
「
倒
し
た
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑶	

主
語
は
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
。「
墓
穴
を
」

→
「
ほ
っ
た
」
が
目
的
語
と
述
語
の
関
係
。「
下

手
な
」
→
「
言
い
わ
け
で
」
→
「
ほ
っ
た
」
と

つ
な
が
り
ま
す
。＊

＊
＊　

《
問
題
Ⅱ
》	  

論
理
的
言
語
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問　

①　

遺
家
族
は　
　

②　

空
気
は

第
二
問　

⒜　

ウ　
　

⒝　

イ　
　

⒞　

ア

第
三
問��

私
が
入
江
の
家
の
空
気
か
ら
暗
示
を
得
て

創
っ
た
（
短
編
小
説
）

第
四
問　

私
は
作
品
集
の
内
容
を
最
上
質
の
も
の
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
。

第
五
問　

⑴　

ア　
　

⑵　

ウ

�

■
配
点

第
一
問　

各
３
点　
　

第
二
問　

各
３
点

第
三
問　

９
点　
　
　

第
四
問　

10
点

第
五
問　

各
３
点

�

◆
解
説

第
一
問

�

①　

何
が
「
変
わ
っ
て
い
る
」
の
か
と
い
う
と
、

入い
り

江え

新し
ん

之の

助す
け

氏
の
「
遺い

家か

族ぞ
く

は
」
で
す
。

�

②　

傍ぼ
う

線せ
ん

部ぶ

の
前
の
指
示
内
容
を
補
う
と
、「
普

通
の
家
の
空
気
と
は
少
し
違ち
が

っ
て
い
る
」
と
な
り

ま
す
が
、
何
が
違
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
入
江

家
の
「
空
気
は
」
で
す
。

第
二
問

⒜　

筆
者
が
創
作
集
に
愛
着
を
も
っ
て
い
る
理
由

を
空
所
直
後
で
説
明
し
て
い
る
の
で
、「
な
ぜ

な
ら
」。

⒝　

空
所
の
直
前
で
筆
者
は
創
作
集
を
「
だ
ら
し

な
い
作
品
」
と
言
い
な
が
ら
、
空
所
の
後
で
は

筆
者
が
創
作
集
に
愛
着
を
感
じ
て
い
る
点
が
語

ら
れ
る
の
で
、
逆
接
の
「
け
れ
ど
も
」。

⒞　

空
所
前
の
「
作
者
に
愛
さ
れ
て
い
る
作
品
」

と
、
空
所
後
の
「
短
編
小
説
」
は
同
じ
も
の
を

指
す
の
で
、
こ
こ
に
は
「
す
な
わ
ち
」
が
入
り

ま
す
。

第
三
問

�

指
示
語
の
問
題
で
「
そ
の
」
が
指
す
直
前
の
一

文
を
「
短
編
小
説
」
に
続
く
よ
う
に
ま
と
め
ま
す
。

そ
の
際
「
こ
の
家
庭
の
」
と
い
う
部
分
を
「
入
江

の
家
の
」
と
具
体
的
に
書
き
か
え
ま
し
ょ
う
。

第
四
問

�

傍
線
部
直
後
の
一
文
で
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
字
数
以
内
に
ま
と
め
ま
す
。

第
五
問

⑴�
「
雨
に
」
→
「
ぬ
れ
た
」
→
「
ね
こ
が
」
→
「
歩

い
た
」、「
へ
い
の
」
→
「
上
を
」
→
「
歩
い
た
」

と
つ
な
が
り
ま
す
。

⑵�

「
兄
は
」
→
「
か
け
て
い
る
」、「
フ
レ
ー
ム
の
」

→
「
曲
が
っ
た
」
→
「
眼
鏡
を
」
→
「
か
け
て

い
る
」、「
黒
い
」
→
「
眼
鏡
を
」
→
「
か
け
て

い
る
」
と
つ
な
が
り
ま
す
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅲ
》	  

論
理
的
読
解
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問�　

列
車
の
三
両

第
二
問�

⑴　

ウ　
　

⑵　

イ　
　

⑶　

エ

�
�
�
�

⑷　

ア

第
三
問�

こ
の
ニ
ュ
ー

第
四
問��

エ

�

■
配
点

第
一
問　

８
点　
　

第
二
問　

各
４
点

第
三
問　

８
点　
　

第
四
問　

８
点

測　
　
　

定　
　
　

す　
　
　

る　
　
　

能　
　
　

力

漢
字
・
語
彙
力

論
理
的
言
語
力

論
理
的
読
解
力

論
理
的
思
考
力

論
理
的
表
現
力

漢
字
や
語
彙
を
使
い
こ
な

す
力
。
漢
字
を
使
っ
て
論

理
的
な
文
章
を
組
み
立
て

る
力
。

日
本
語
を
論
理
的
に
扱
う

能
力
。
一
文
の
構
造
を
論

理
的
に
つ
か
ま
え
た
り
、

「
こ
と
ば
の
つ
な
が
り
」、

指
示
語
・
接
続
語
な
ど
を

論
理
的
に
扱
う
力
。

文
章
構
造
を
論
理
的
に
解

説
す
る
力
。
文
と
文
と
の

論
理
的
関
係
、
段
落
と
段

落
と
の
論
理
的
関
係
、
文

章
全
体
の
論
理
構
造
を
把

握
す
る
力
。
趣
旨
を
的
確

に
把
握
し
、
小
説
な
ど
を

客
観
的
に
読
む
力
。

文
章
の
要
点
を
論
理
的
に

整
理
し
、
ま
と
め
る
力
。

論
理
的
に
説
明
す
る
力
。

お
も
に
記
述
力
・
論
述
力
。

他
者
に
向
か
っ
て
、
論
理

的
に
話
す
力
。
論
理
的
に

思
考
し
、
自
分
の
考
え
を

論
理
的
に
書
く
力
。

国
際
標
準
論
理
文
章
能
力
検
定　

レ
ベ
ル
６

－

７　
　

２
０
１
９
年
度　

第
１
回　

解
答
と
解
説



�

◆
解
説

第
一
問

�

「
通
り
を
意
味
す
る
筋
」
と
は
、「
堺さ

か
い

筋す
じ

線せ
ん

」
と

い
う
線
名
に
含ふ
く

ま
れ
る
「
筋
」
の
字
を
指
し
ま
す
。

第
二
問

⑴	

ロ
シ
ア
の
翻ほ

ん

訳や
く

機
が「
ス
ピ
リ
ッ
ト
」を「
蒸

留
酒
」
の
意
に
と
り
、「
ウ
ォ
ッ
カ
」
と
訳
し

た
経け
い

緯い

を
説
明
す
る
文
な
の
で
ウ
。

⑵	

空
所
直
後
で
冷
戦
か
ら
年
月
を
経
た
機
械
翻

訳
の
弱
点
が
語
ら
れ
る
の
で
イ
。

⑶	

直
前
で
触ふ

れ
ら
れ
た
人
工
知
能
の
急
激
な
進

化
の
例
が
入
る
の
で
エ
。

⑷	

直
前
の
「
ウ
ォ
ッ
カ
を
あ
お
る
未
来
」
と
ア

の
「
お
酒
を
楽
し
む
未
来
」
が
対
比
さ
れ
て
い

ま
す
。

第
三
問

�

「
過
去
か
ら
現
在
ま
で
続
く
人
工
知
能
の
失
敗

談
」
と
「
人
工
知
能
の
進
化
に
対
す
る
人
々
の
期

待
と
不
安
」
の
二
つ
の
話
題
が
あ
る
の
で
、
話
題

が
切
り
替か

わ
る
と
こ
ろ
で
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
四
問

ア　

機
械
翻
訳
の
話
題
は
、
人
工
知
能
の
進
化
の

例
と
し
て
は
使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

イ　

機
械
翻
訳
の
例
の
一
部
に
触
れ
て
い
る
だ
け

で
、
筆
者
の
説
明
の
仕
方
を
述
べ
た
文
と
し
て

適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ウ　

筆
者
は
人
工
知
能
の
せ
い
で
人
々
が
「
仕
事

に
あ
ぶ
れ
て
」
し
ま
う
未
来
に
対
す
る
不
安
に

つ
い
て
も
述
べ
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅳ
》	  

論
理
的
思
考
力 �

（
40
点
）

●
解
答

第
一
問

⑴	

姉
は
通
訳
に
な
る
た
め
、
い
つ
も
夜
お
そ
く

ま
で
英
語
の
勉
強
を
し
て
い
る
。

⑵	

火
星
は
地
表
の
酸
化
鉄
の
せ
い
で
赤
く
見
え

る
、
二
酸
化
炭
素
の
大
気
に
お
お
わ
れ
て
い
る

太
陽
系
の
惑
星
だ
。

第
二
問

⑴	

工
場
の
煙
突
が
黒
い
煙
を
出
し
て
い
た
。

⑵	

姉
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
て
公
園
に
出
か
け
た
。

第
三
問

�

ぼ
く
は
、
来
週
学
校
で
行
わ
れ
る
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
た
め
に
、
毎
朝
公
園
で
走
っ
て
い
る
。

第
四
問

�

元
気
を
出
す
た
め
の
苦
い
飲
み
薬
だ
っ
た
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
が
、
甘
い
お
菓
子
に
変
化
し
た
。

�

■
配
点

第
一
問　

各
５
点　
　

第
二
問　

各
５
点

第
三
問　

10
点　
　
　

第
四
問　

10
点

�

◆
解
説

第
一
問

⑴	

「
姉
は
勉
強
を
し
て
い
る
」
が
共
通
す
る
文

の
要
点
で
す
。「
い
つ
も
夜
お
そ
く
ま
で
」「
通

訳
に
な
る
た
め
に
」
が
「
し
て
い
る
」
に
、「
英

語
の
」
が
「
勉
強
を
」
に
つ
な
が
る
よ
う
に
書

き
ま
す
。

⑵	

最
も
火
星
の
本
質
的
な
点
を
述
べ
て
い
る
の

は
「
火
星
は
太
陽
系
の
惑わ
く

星せ
い

だ
」
な
の
で
、
こ

れ
を
文
全
体
の
要
点
に
し
ま
す
。「
二
酸
化
炭

素
の
大
気
に
お
お
わ
れ
て
い
る
」「
地
表
の
酸

化
鉄
の
せ
い
で
赤
く
見
え
る
」が
そ
れ
ぞ
れ「
惑

星
だ
」
と
い
う
述
語
に
つ
な
が
る
よ
う
に
書
き

か
え
ま
す
。

第
二
問

⑴	

不
要
な
語
句
は
「
せ
き
こ
ん
だ
」
と
「
に
お

い
」
で
す
。

⑵	

不
要
な
語
句
は
「
ま
と
っ
た
」
と
「
洋
服
が
」

で
す
。

第
三
問

�

②
の
文
を
「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
文
末
に
な
る

形
に
書
き
か
え
、
①
の
文
の
「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

を
説
明
す
る
言
葉
に
し
ま
す
。

第
四
問

�

文
章
の
要
点
は
最
後
の
一
文
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。た
だ
、「
甘あ
ま

い
お
菓か

子し

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

と
言
え
ば
だ
れ
に
で
も
伝
わ
る
の
に
対
し
、「
か

つ
て
薬
だ
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
で
は
意
味
が
伝

わ
り
ま
せ
ん
。
本
文
中
か
ら
「
薬
」
を
わ
か
り
や

す
く
言
い
か
え
て
い
る
場
所
を
探
し
ま
す
。

＊
＊
＊　

《
問
題
Ⅴ
》	  

論
理
的
表
現
力 �

（
40
点
）

●
解
答
例

第
一
問　

②

第
二
問

問
⑴�　
「
売
り
上
げ
高
」
よ
り
も
「
売
上
高
」
と

い
う
表
記
が
選
ば
れ
て
い
る
か
ら
。

問
⑵　

A　

ｄ　
　

B　

ｅ　
　

C　

ａ

問
⑶	　

ひ
ら
が
な
で
表
記
す
る
と
平
易
で
親
し
み

や
す
い
文
を
作
れ
る
一
方
、
漢
字
で
表
記
す

る
と
意
味
を
つ
か
み
や
す
く
簡
潔
に
ま
と

ま
っ
た
文
が
作
れ
る
。

�

■
配
点

第
一
問　

３
点

第
二
問　

問
⑴　

12
点　
　

問
⑵　

各
３
点

�
�
�
�

問
⑶　

16
点

�

◆
解
説

第
一
問

�

公
用
文
に
使
わ
れ
る
も
の
と
同
じ
表
記
で
、
選

ば
れ
た
割
合
が
大
き
い
の
は
「
売
上
高
」
と
「
打

合
せ
」
の
二
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
問

問
⑴	

　
傍
線
部
で
ひ
ろ
き
さ
ん
は
、
直
前
の
部
分

と
対
比
さ
せ
、「
送
り
仮
名
を
使
わ
な
い
ほ

う
が
好
ま
れ
る
例
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま

す
。
そ
の
例
に
あ
て
は
ま
る
の
は
、「
売
上

高
／
売
り
上
げ
高
」
の
み
で
す
。「
打
合
せ

／
打
ち
合
わ
せ
」
に
つ
い
て
、
ひ
ろ
き
さ
ん

は
「
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
」
と
言
っ
て
い
ま

す
。

問
⑵	

　
グ
ラ
フ
か
ら
（　

A　

）
に
入
る
条
件
を

満
た
す
の
は
、「
ｄ
も
し
く
は
」
で
す
。
選

択
肢
の
中
で「
イ
の
書
き
方
が
良
い
と
思
う
」

を
選
ぶ
人
の
方
が
少
な
か
っ
た
の
は
、「
ａ

私
達
」
と
「
ｅ
楽
し
い
事
」
の
二
つ
で
す
。

こ
の
う
ち
「『
イ
の
書
き
方
が
良
い
と
思
う
』

を
選
ん
だ
人
は
全
体
の
四
分
の
一
に
も
満
た

な
い
」
と
い
う
条
件
を
満
た
す
の
は
ａ
だ
け

な
の
で
、（　

C　

）
に
は
ａ
が
、（　

B　

）

に
は
ｅ
が
入
り
ま
す
。

問
⑶	

　
か
な
こ
さ
ん
は
間
接
的
に
、
ひ
ら
が
な
表

記
で
あ
れ
ば
「
難
し
く
」「
堅か
た

苦く
る

し
そ
う
」

に
な
ら
ず
に
済
む
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
一

方
で
ひ
ろ
き
さ
ん
も
、
漢
字
表
記
に
よ
っ
て

「
意
味
が
つ
か
み
に
く
い
」
こ
と
や
「
ま
と

ま
り
が
な
い
み
た
い
に
感
じ
る
」
こ
と
を
防

げ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
二
人

の
主
張
を
も
と
に
、
全
体
を
ひ
ら
が
な
で
表

記
す
る
利
点
と
漢
字
で
表
記
す
る
利
点
に
つ

い
て
述
べ
た
文
章
と
な
る
よ
う
、
自
分
の
言

葉
で
書
き
ま
し
ょ
う
。


